
お申込み

参加無料
第２０回 ＥＭＩＲ勉強会
第 ９ 回 ＩＲ合同シンポジウム

【申込期限】2026年９月 14日(月)

開催日時：2026年9月17日(木)、9月18日(金) 各日13時から17時30分
テーマ ：大学教育の質向上とIR

― データを活かし、教育改善を実現するために ―
開催方法：ハイフレックス形式
対面会場：成蹊大学 6号館 501教室
参加費 ：無料
開催団体：一般社団法人 大学IRコンソーシアム

(株)ベネッセ i-キャリア まなぶとはたらくをつなぐ研究所
大正大学エンロールメント・マネジメント研究所

大学教育は、「教育を行う大学」から「教育成果を示す大学」への転換を迫ら
れています。学修成果の可視化、認証評価への対応、学生調査の活用、教育改善
のエビデンス構築など、大学にはこれまで以上に「教育の質」を示し、改善につ
なげることが求められています。
本イベントでは、「大学教育の質向上とIR」を統一テーマに掲げ、全国学生調

査や認証評価制度の最新動向から、卒業調査や企業調査を活用した教育改善、BI
ツールや生成AIの活用まで、大学IRの最新の実践と課題を共有します。
大学の意思決定や教育改善に携わる教職員、IR担当者、教学マネジメント関係

者の皆さまと、これからの大学教育とIRのあり方を共に議論する2日間です。

https://rt997.share.hsforms.com/2_aff63v9T3ueGoAyza5gnA

共催
一般社団法人大学IRコンソーシアム
株式会社ベネッセi-キャリア
大正大学エンロールメント・マネジメント研究所

お問合せ  ㈱ベネッセ i-キャリアセミナー事務局

c a g 0 0 0 1 3 7 @ b e n e s s e - i - c a r e e r . c o . j p

大学教育の質向上とIR
― データを活かし、教育改善を実現するために ―

2026. 9.17 Thu ＆ 18 Fri

◆ご注意ください◆ 資料はデータ配信のみです。会場でも紙資料は配布致しません。



9月17日（木） 第９回 I R 合同シンポジウム

13:00 会場校挨拶
13:05 講演１ 高橋哲也氏（公立大学法人大阪 理事、大阪公立大学 統括副学長）

「生成AI時代の学習成果」
13:40 講演２ 村山和生氏

（株式会社ベネッセ i-キャリア まなぶとはたらくをつなぐ研究所 主席研究員）
「データと事例で見る“納得度の高い就活”」－企業の選考基準と学生の成長－

14:15 講演３ 石橋晶 氏（文部科学省 高等教育局 大学振興課長）
「新たな評価と全国学生調査」

15:00 講演４ 森朋子氏（桐蔭横浜大学 学長）
「新しい評価」－ミドルレベルを支えるIRとは－

15:45 ディスカッション モデレータ：高橋哲也氏（大阪公立大学 統括副学長）
講演者と参加者によるQAを含めたオープンディスカッションです。
福島 真司 氏（大正大学 教授・EM研究所長）も登壇します。

17:30 情報交換会 キャンパス内にて開催（会費5000円、要事前予約、終了は19時30分です。）

9月18日（金） 第２０回 EMIR勉強会

13:00 挨拶 大学IRコンソーシアム 代表理事 福島真司氏

13:05 オープニングトーク 福島真司氏（大正大学EM研究所 所長）
13:30 話題提供1 川瀬友太氏（関西大学 学事局 授業支援グループ 教育開発支援室・教学IR室 課長）

「関西大学における内部質保証の取組」
－第４期認証評価の受審を通じて考える教学IRの実践－

14:05 話題提供2 満田成紀氏（和歌山大学 戦略情報室 室長・教授）
「BIツールを利用した成績評価の検証と教育の質向上」

14:50 話題提供3 福島真司氏（大正大学EM研究所 所長）
「大学教育に対する企業からの評価の諸相とその課題」
－首都圏私立A大学のケースから－

15:25 話題提供4 相生芳晴氏（学校法人上智学院 IR推進室 室長）
「なぜ大学業界では、組織的に生成AIが普及しないのか」

16:00 ディスカッション モデレータ：福島真司氏（大正大学EM研究所 所長）
講演者と参加者によるQAを含めたオープンディスカッションです。

17:30 名刺交換会 キャンパス内（申込不要、無料、終了は18時30分です。）

共催
一般社団法人大学IRコンソーシアム
株式会社ベネッセi-キャリア
大正大学エンロールメント・マネジメント研究所

お問合せ  ㈱ベネッセ i-キャリアセミナー事務局

c a g 0 0 0 1 3 7 @ b e n e s s e - i - c a r e e r . c o . j p

大学教育の質向上をどう可視化し、ステークホルダーに伝えるか
18歳人口の減少、教学マネジメントの高度化、新認証評価制度への移行、全国学生調査の本格実施など、
大学を取り巻く環境は常に変化を続けています。いま大学には、「何を教えたか」ではなく、「学生が何
を身につけ、どのように成長したのか」を示すことが求められています。
本シンポジウムでは、全国学生調査、新たな認証評価制度、新IRコンソーシアム調査、出口評価に向けた
アセスメントなど、大学教育の質保証の最新動向を共有します。さらに、データを活用して教育の価値を
高め続ける大学を目指すために何が必要かを、パネルディスカッションを交えて議論します。

各大学の実践から
IRは多くの大学で定着しつつありますが、認証評価への対応やデータ収集とその可視化にとどまり、教育
改善や大学の意思決定に十分活かされているでしょうか。「データを持つ大学」と「データを活かす大
学」の差は、これからの大学の競争力そのものになる可能性があります。
本勉強会では、第4期認証評価への対応、卒業生調査・企業調査による教育改善、BIレポートサーバを活
用した成績評価検証環境、生成AIの大学活用など、各大学の実践事例を共有します。オープンディスカッ
ションでは、大学IRの次のステージについて参加者とともに考えます。

【申込期限】2026年９月 14日(月)お申込み https://rt997.share.hsforms.com/2_aff63v9T3ueGoAyza5gnA
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